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Background　Differences in general hospital nurses’ awareness of preparation are coming to light amidst the rapid 
spread of the concept of preparation throughout the field of pediatric nursing. There is a low level of awareness of 
the need for preparation that includes parents. Support for children and parents is thus inadequate.
Purpose　The aim of this study is to elucidate changes in nurses’ awareness and in ward initiatives by holding 
preparatory investigational conferences with nurses involved in collecting blood from children on pediatric wards of 
general hospitals.
Methods　Subjects comprised seven nurses working at general hospitals in A Prefecture. A total of four 
investigational conferences were held. Transcriptions of the conferences were analyzed and nurses’ thoughts and 
the state of the facility were summarized.
Results and Discussion　Nurses who participated in the investigational conferences had a strong interest in 
preparation and wanted to deepen their learning of this concept. Furthermore，the participation of nurses from 
multiple facilities allowed for the state of preparation on each ward to be re-examined and future issues to be 
identified.
Conclusions　Nurses on pediatric wards of general hospitals were aware of the need for preparation and thus 
employed it. However，results revealed that at present，it is difficult to standardize nurses’ awareness of 
preparation. Investigational conferences where nurses from multiple facilities with a strong interest in preparation 































































































































数450床の A 施設から経験年数が 2 ～ 3 年目の看
護師 3 名，病床数200床の B 施設から経験年数13
～20年目の看護師 2 名，病床数400床の C 施設か












　セッション 1 - ① 1 ）「混合病棟であり小児だ
けに向き合う機会が少ない」，セッション 1 - ① 2 ）
「子どもへの説明を行っていなかった」，セッショ
ン 1 - ① 3 ）「小児患者に対する術前の説明に大
人と同じパンフレットを使用している」，セッショ
ン 1 - ① 4 ）「病棟としてできていない」，セッショ







ション 1 - ④ 1 ）「看護師個人の認識の差が大き
い」，セッション 1 - ④ 2 ）「処置への親の付き添
いは全くできていない」，セッション 1 - ④ 3 ）「採
血・手術・病棟についての説明パンフレットを作
製した」，セッション 1 - ④ 4 ）「子ども用の説明
用紙はない，「子どもに言ってもわからないから
説明していなかった」，セッション 1 - ④ 5 ）「手
術の流れを説明する冊子を利用」，セッション 1 -
④ 6 ）「採血場面におけるプレパレーションを行っ
ている」，セッション 1 - ④ 7 ）「子どもが嫌いな













































































4 ）　 6 歳児など年長児になると興味を示してもらえない児もいるため，個別性に合わせたパンフレッ
ト作りが必要である（B）
5 ）　採血に保護者は同室してもらっている．横に付き添ってもらう場合や，保護者が抑制する場合もある．（B）

























2 ）　パンフレットは 4 - 6 歳の児には効果があると思う．説明する時は保護者も一緒に聞いてもらっ
ている．（B）
3 ）　採血に関しては上手くいっていると思う．（C）






































































































































　セッション 2 - ① 1 ）「採血の説明用パンフレッ
ト」「吸入の布製絵本」，セッション 2 - ① 3 ）「耳
鼻科の手術の説明用パンフレット」，セッション






ン 2 - ① 4 ）「年長児になると興味を示してもら




　セッション 2 - ② 1 ）「パンフレットを作成し
たがスタッフの意識の統一が行われていない」，
セッション 2 - ② 2 ）「 4 ～ 6 歳の児には効果が
ある」，セッション 2 - ② 3 ）「採血に関しては上





　セッション 2 - ③ 1 ） 3 ）「他施設のツールを
見てプレパレーションのイメージができた」「参


















　セッション 3 - ① 1 ）「病棟会で意識の統一を
行った」，セッション 3 - ① 2 ）「医師のタイミン
グに合わせるためなかなか実施できない」，セッ
ション 3 - ① 3 ）「パンフレットを棚に整理し使
いやすくした」，セッション 3 - ① 4 ）「若年層の
スタッフを中心に広めていっている」，セッショ





　セッション 3 - ②）「スタッフは否定的ではな
いが積極的でもない」，セッション 3 - ② 2 ）「学
生時代にプレパレーションを学んでいない年代の

























　セッション 4 - ② 1 ）3 ）「学生の時にプレパレー
ションを学んで就職してくることを理解しておく
ことが必要」，セッション 4 - ② 2 ）「プレパレー
ションは浸透してきている」，セッション 4 - ② 5 ）
「学生時代にプレパレーションを学んだスタッフ
でチームを結成する」，セッション 4 - ② 6 ）「病
院全体がプレパレーションに目を向けてくれるよ
うになった」，セッション 4 - ② 7 ）「まずは看護
師から理解してもらう準備段階」，セッション 4 -
② 9 ）「プレパレーションを体験した医師自身が
効果を感じ始めている」，セッション 4 - ②10）
11）12）「プレパレーションの取り組みを引き続
き活動していく」，セッション 4 - ②13）「プレパ
レーションの評価が難しい」，セッション 4 - ②
14）「学生の実習で効果があるものは参考にした
い」，セッション 4 - ②15）「スタッフの認識の差
があるため全員が最低できることをしていきた
い」，セッション 4 - ②16）「プレパレーションの
重要性を伝えていく」，セッション 4 - ②17）「小
児科外来まで勉強会ができていない」，セッショ
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